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＜患者様連絡事項＞

中里　裕次郎様～深夜帯に右手の表皮剥離発見し出血ある為、イソジン消毒、ガーゼ保護施行したとの事。今朝は出血ありませんが表皮剥離ある為、日直の安ヶ平Ｄｒへ報告し処置2日分指示受けしています。11/19月曜日、主治医へ報告して下さい。

中澤 匠様～11/10、点滴終了し経管栄養開始に伴い、活発な体動により経管栄養チューブ自己抜去の可能性がある為、主治医指示で11：00より身体拘束開始(両上肢のみ)となっていました。

現在、バイタル値の異常はありませんが両手の浮腫、呼名反応の鈍さ見られ、活発な体動ない為、主治医より経管チューブ自己抜去の可能性低い為、拘束解除の指示あり、11/17、9：30身体拘束解除となっています。

身体拘束実施期間（11月10日10：00～11月17日9：30まで）

　　　　　　両手、下肢の浮腫について主治医へ情報提供しています。血圧：上90台/mmHg

　　　　　　などもあり、経過観察し利尿剤の使用を考えるとの事です。

藤井 博様～昨日入院された患者様です。準夜帯で皮膚掻痒症があり毎年、掻いて腫れてし

まうとの事、日直の安ヶ平Ｄｒへ報告しザーネクリーム50ｇ処方となっていま

す。11/19月曜日、主治医へ報告して下さい。

大渡　福蔵様～11/16日勤帯にて、排尿が汚い(濃縮尿をとおりこして黒っぽい)のを発見。川端Drへ電話にて報告。明朝、採血と検尿の指示あり、本日施行しています。結果は『至急、FAX』で依頼しています。結果が来たら川端Drに報告(携帯電話に電話)するようにとの事。
川端Drより、時間によって電話に出れない事もある為、検査結果が緊急を要するものであれば、居る先生に報告して指示を仰ぐようにとの事です。
　　　　　　　本日14：30の時点で検査結果は来ていません。準夜帯で結果が来るようであれば、その際は忘れずに報告して下さい。

石塚　文明様～バイタル異常なし。現在食止め中。点滴療法は継続の指示あり。

点滴）11/19（日）10：00～11/25（日）10：00まで継続処方。

　　　　　　　　　※11/24（土）リーダーは継続の有無を確認して下さい。

24ｈキープで①10：00～18：00②18：00～2：00③2：00～10：00

　　　　　　　

＜新入院患者様情報＞
藤井 博様(フジイ ヒロシ)　58歳

主病名：アルコール依存症

入院形態：任意入院

主治医：田名部Dr

病棟：東病棟Dユニット

　長年の飲酒歴あり。平成18年より、不眠・過敏性が強まりさらに飲酒量が増大していった。平成19年10月13日、酩酊状態にて、自宅で妻に対し包丁を2本見せ「殺す」との挙動を示すことあり、警察に通報されて暴力行為法違反で逮捕される。拘留中、離脱症状強くなり独語・幻視・脱衣行為・徘徊などが見られ、10月17日、検事の指示で東八戸病院受診。診察にて、肝機能障害などの全身状態の悪化が強く、身体的治療が最優先とのことで、そのまま、八戸市民病院受診し入院。加療を終え、11月2日には退院。暴力行為法違反については、11月16日で拘留は終了。処分としては罰金刑としての略式処分となった。本日、以前より紹介を受けていた当院の外来を受診。アルコール治療に対する本人の同意が得られたため、東病棟Dユニット17号室へ入院となっています。

保護者：藤井　洋美様（33）

患者様は、シルバー病院病院長：高橋通宏様より、紹介のあった患者様です。
藤井博様は、平成12年4月から八戸西健診プラザの所長として勤務しておりました。

主治医より、離脱期は過ぎているため速やかにアルコール依存症治療プログラムは開始できると思われる。また、プログラムについて、医師でもあるため第Ⅰ期は簡略化したものとする。ビデオ学習は通常通り行い、テキストは通常の半分位の量で良いとの指示ありました。












